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1. 授業の概要（ねらい）
　本講義は、経済学の基礎的理論や経済データの見方を紹介しながら、日本経済の動向や現在の課題を明らかにしてい
くことを目的としています。
　具体的には、第2次世界大戦以降の日本経済の歩みを、指定した教科書の時代区分に沿って、レジュメと資料を用いな
がら、わかりやすく解説していきます。

2. 授業の到達目標
①学生は、戦後の日本経済の歩みを、基礎的な理論とデータを用いながら説明できる。（知識・理解）
②学生は、戦後の日本の経済政策の変遷と現在の経済政策の内容について説明できる。（汎用的技能）
③学生は、日本の国際経済取引と対外経済政策について、データや資料を活用しながら説明できる。（態度・志向性）

3. 成績評価の方法および基準
(1)期中に実施する小テスト（到達目標①、②、③） 30％
(2)期末に課すレポート（到達目標①、②、③）　　 70％

4. 教科書・参考文献
教科書
浅子和美・飯塚信夫・篠原総一編　入門・日本経済（第６版）　有斐閣
参考文献
八代尚宏著　日本経済論・入門（新版）　有斐閣

5. 準備学修の内容
　教科書及びレジュメに沿って講義を行います。毎回の授業の最後に、次回の講義内容の教科書該当箇所を示しますの
で、必ず教科書を読んで予習し、理解が困難な点等について、質問事項としてノートに整理しておいてください。
　また、次回授業までに教科書とレジュメを用いて、授業内で指摘した重要な経済用語を自ら説明できるように、必ず復習
をしてください。
　毎回の授業について、予習と復習にそれぞれ１時間ずつあてることを想定しています。

6. その他履修上の注意事項
　日頃より新聞や雑誌などの経済記事に関心をもつとともに、理解が困難な点について自ら調べたり、授業内外で積極的
に質問する態度を身につけてください。
　第９回の授業はオンライン授業（LMSによるオンデマンド形式）になります。

7. 授業内容
【第１回】 イントロダクション：授業の目的、授業の進め方、成績の評価について説明
【第２回】 現代経済の仕組み：日本経済を学ぶための基礎概念
【第３回】 日本経済の姿：経済データの見方・使い方
【第４回】 経済復興期
【第５回】 高度成長期
【第６回】 石油ショックと低成長
【第７回】 バブル期
【第８回】 平成の大不況：バブル崩壊
【第９回】 平成の大不況：金融危機（オンライン授業：LMSによるオンデマンド形式）
【第10回】 橋本内閣の６大構造改革とデフレ
【第11回】 小泉構造改革と不良債権処理
【第12回】 リーマン・ショックと東日本大震災
【第13回】 混迷した政局と政策運営
【第14回】 アベノミクス
【第15回】 まとめ：コロナ禍の下の日本経済の現状と課題


